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更新履歴
2021/04/28：

新規作成
2021/07/17:

設定例の欠陥追加URLを修正
2021/09/22:

添付ファイルに対応（TestRail 7.0以降が必要）
2021/10/19:

マニュアルリンク先を変更
2021/11/04:

プラグインバージョンを更新
2023/07/11:

TestRail8.0.0に対応
2023/09/22:

マイルストーン/発生バージョンに対応

環境
以下のバージョンにて動作確認済です。

TestRail: 7.0.1.1015, 8.0.1.1029
Backlog: クラウド版 2023/09/22時点

概要
TestRailにてテスト結果を登録する際に、Backlogの課題を作成（プッシュ）します。
TestRail上からBacklogの課題情報を閲覧します。

注意事項
Backlogの課題登録時に以下のフィールドを利用できます。* は必須です。

件名 *
プロジェクト *
分類(タスク、バグなど)
カテゴリー *
優先度 *
マイルストーン
発生バージョン
課題の詳細



添付ファイル

Backlogのカスタムフィールドには対応していません。
添付ファイル名に日本語が含まれている場合、添付すると日本語文字が _ に変換されます。また、ファイル名の頭にTestRailの添
付ID（連番）が追加されます。

例
添付したファイル名：csvインポート.csv
実際に添付されるファイル名：49.csv______.csv



導入手順
1. スクリプトの配置 (オンプレミス版のみ)

以下の場所にスクリプトを配置します。フォルダが存在しない場合は作成してください。

/<testrail-root>/custom/defects

2. ユーザー変数の追加

Backlogに課題を登録する際に、課題の作成者を個別のユーザーとする場合は、ユーザー変数を追加します。ユーザー変数に
BacklogのAPIKeyを登録できるようにし、TestRailのユーザーごとに異なるAPIKeyを設定できるようにします。
[管理] > [統合] を開き、画面下部の [ユーザー変数の追加] を選択します。
画像のように、ユーザー変数を指定します。

ラベル：任意のもの（例：BackLogのAPIキー）
システム名：英子文字（例：backlog_api_key）
タイプ：文字列

参考：ユーザー変数

https://docs.testrail.techmatrix.jp/integrate/defects/user-variables/


3. 連携の設定

Backlogプラグインの選択

TestRailのプロジェクト個別に連携の設定を行う場合は、TestRailからプロジェクトを開き、画面右上の[編集]ボタンから、[欠陥]タ
ブを開きます。

TestRail上のすべてのプロジェクトで同じ設定を使う場合は、 [管理] > [統合] の[欠陥]タブから設定を行います。
[欠陥プラグイン]のプルダウンから Backlog を選択してください。

プラグインの設定

<yoursubdomain>や<yourprjectname>はお使いのBacklogに合わせて変更してください。
URLの指定をします。

欠陥表示URL：https://<yoursubdomain>.backlog.com/view/%id%
欠陥追加URL：https://<yoursubdomain>.backlog.com/add/<yourprojectname>

プラグインの詳細設計をします。

[connection]
address=https://<yoursubdomain>.backlog.com/
api_key=%backlog_api_key%

api_keyにユーザー変数を指定した場合は、作成したユーザー変数のシステム名を%で囲んだ文字列を指定ください。



利用手順
1. 個人設定でBacklogのAPIキーを設定

TestRailユーザーごとに実施してください。事前にBacklog上にて、APIキーを発行する必要があります。
TestRailの画面右上から、ログインしているユーザ名 > [個人設定] を選択します。

[設定] タブから、バックログのAPIキーを設定します。



動作イメージ
テストランの結果登録時に、欠陥のプッシュを実行するとBacklogの課題を作成します。

テスト結果の欠陥にマウスオーバーすると作成した課題の内容が表示されます。また、リンクをクリックするとBacklogの画面を
開きます。

以上


